
日本工学院八王子専門学校2022年度

アニメ制作実習３

マンガ・アニメーション科四年制　アニメーションコース

2対象
　

年次 後期開講期 選4区分 90時間数 3単位

山田伸一郎、寒川歩
担当教員

実務
経験

アニメーター（山田）、アニメーション作画監督・演
出（寒川）職種

アニメーション制作テクニックの習得度を高めながら専門知識の理解を進めます。

授業概要

前期で学んだアニメーション制作における基礎的知識の理解と技能を実践的に活用できるようになり、自分の作品に
適用できるようになることが目標です。現場で表現・演出ができるようになることが最終目標です。

到達目標

制作をとおして個人ワークやグループワークを取り入れアニメーション作画の知識を習得するとともに、各自の画
力、技術向上などを目指します。適時教員のチェックを行いより質の高い作画ができるように留意してください。

授業方法

試験と課題を総合的に評価する。授業時間内に行われる発表方法、内容について評価する。積極的な授業参加度、授
業態度によって評価する。

成績評価方法

授業の進行上はじめに説明することが多いので、なるべく遅刻しないようにする。授業中の私語は説明が終わったあ
とは情報交換の観点から常識の範囲で許容するが、わからないところは遠慮なく教員に質問するようにする。持ち物
の忘れ物をしないこと。理由のない遅刻や欠席は認めない。授業態度、実習課題を重要視する。授業時数の４分の３
以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

履修上の注意

資料を配布し、参考書・参考資料等は、授業中に指示する

教科書教材

有

実習種別

回数 授業計画

第1回

修了制作(1)導入

第2回

修了制作(2)作画面の絵コンテチェック

第3回

修了制作(3)コミュニケーションと計画の重要性把握



日本工学院八王子専門学校2022年度

アニメ制作実習３

マンガ・アニメーション科四年制　アニメーションコース

第4回

修了制作(4)空間把握と演技プランの設計

第5回

修了制作(5)タイムシートの記入方法


第6回

中間講評会第一回進捗・課題点・制作スケジュールの確認

第7回

修了制作(6)運動と演技、質感の表現等の理解と実践

第8回

修了制作(7)運動と軌道、タイミング、空間パース

第9回

修了制作(8)キャラクターの感情表現の方法を学ぶ

第10回

中間講評会第二回進捗・課題点・デジタル制作スケジュールの確認

第11回

修了制作(9)動画制作を通しクリンナップの復習

第12回

修了制作(10)動画制作を通し原画に即した中割の復習

第13回

修了制作(11)動画チェックを通し自分のカットの見直し

第14回

修了制作(12)ラッシュチェック、リテイクだし

第15回

まとめ書き出しとプレビュー
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第16回

絵コンテの添削指導

第17回

レイアウトの注意点

第18回

制作の流れの確認。（作画監督の役割）

第19回

原画の描き方。

第20回

撮影シートの描き方

第21回

原画チェックのポイント

第22回

動画制作

第23回

合成伝票作成の方法

第24回

動画チェック

第25回

編集作業のポイント

第26回

デジタル作画の注意点

第27回

デジタル作画から仕上げ、後工程への受け渡し方法
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第28回

オールラッシュ

第29回

リテイク出しと管理について

第30回

修了制作のまとめ、講評
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